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小型スターントローラーのオックーボード

の設計，作成，実測について

川　又　忠　義

はじめに

底曳の操業では，オックーボードが転倒することがあるが，転倒しをい，安定したオヅターボ㌧▼ド

の作製を目的に，当試験場の沿岸指導船「ときわ」（50・92トン，48□居力）のオブクーボードを

設計，作製，実測したので，その結果を発表する。

方　　法

ォックー7Fqドの面積は．L＝与CLPV2S・L弓Rの式よれ求めたCこゝで・Lはオブクー

ボードの展開九　CLは展開力係数，Pは海水の密臥Ⅴは曳網速ま，Sはオヅクーボードの面礫，

Rは曳網中の網の拭抗である。この実懐で使用する禍の祇抗軋　478KP（45年度　茨城県水産試

験場試験報告）であるが，より大きい網で使用する場合も考えて，R三900KPとし，CL二0・8，

P＝105K〝緑，Ⅴ岩1．5JJ〆SeCとした。

従って，900×‡弓×0・8×105×1・52S

∴　S；i1．59郡j

1．59秒憶縦と横に割り振ればよいわけである。1校に使用されているオブクーボードは縦に横

E1．5：1であるが，安定性をよくするために，縦を長くして．縦×債＝1占・5m×D・95〝い＝1・57

調月とした。塾は安定型とし，下部にコンクリートを入れて補強するために，横にさんを5段入れた

ので空どうに孜カ，浮力がつくのを防ぐために．各さんの下に穴をあけて水が入り空気が抜ける様

にした。展開ノ」を増すために横巾の与の所を120〝／血，す机）ち．碩巾の12・占％ふくらませて・

飛行機の巽の様にした。また，転倒を防ぐために，ブラ，ケツトの中心をオッーダーボードの縦の中心

よれ125叩／血上方にもっていった。ブラッケットの角度は，チェーンプロヅクで吊り上げて，

75鹿に屈足し，オブクーペンネソトは上5′ル，下5・1′化にした。カーックーボードおよび構成は図

1，図2の通りであり，能力をしらべるために，展開力係数CLを求める0

2．実　　　測

ヮーブの右舷側張力を記録式歪計（図5）で，ハ／ドローブの右舷側張力を漁研塾張力計で．ワ

ブの伏角，水半角を傾角度盤で，曳網速度を流木法で測定した。配置は図4の通力である0また，・

向張力計の誤差を補正するために，オックーボードの空中重量を測定したところ・両張力計とも

28OKクを示し誤差はなかった。
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図1　ときわオックーボード設計図



－28－

空中重量28OK9

N　　　 l

7 5 0㌧

ノ

2 0
9 50

19JTシ有l

タフクソヤツク

22〝yh



950竹旬

図2　オブクーボード構成
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図　5　記 録 式 歪 形

図4　計　　測　　器　　配　　置
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結　　果

突刺した結果は表1，歪形の記銀は図5の通力である。右舷ワープの張九すをわち．ワープ，オ

，クーボード，ペンネント類，網の抵抗の合計の1／2は最大82DKク，最′」＼505K9となれ平均し

て5占0晦のあた　を示している。また互イ舵のハンドロープの張力，すをわら，網，ペンネント甑，

ハンドロープの接抗の合計の1／2は最大820晦　最小120にクとなり，平均して520晦となる。

考　　察

今，阿る曳舶想定図の通わ，右航　左舷フープが任意に両ワープに張った糸を基線にして測った水

平角との，β．面舵ワープを延長して交わる点を01，角度をβ‖トップr】－ラー間の距離をgいト

タブローラーから01までの距雉を∬1，ワ椚プの長さJ22オックーボードからコッドヘッドまでの距

離をJS，オックーポートの開きど2，和紙先端の聞きをβ8，ハンドL一一一ブおよび袖網の延長がコツド

へヅ卜で交わるものとし，－そ・○点を02，角度をβ当　とすると，

β．疋α＋β

⊥i

Z

g2亡2（∬1＋萌）Sin告

∬88in第㌢
であるから，

∴血＿Sin・J
Z

こSill⊥1

旦2
2

（∬1叫）siTl告
2∬ヨ

オヅクーボードの力学的関係

2∬3

である。

また．図7オックーボードの力学的濁係のとかれ　オックーボードの展開力をし，オヅクーボード

から船方向への張力をLl，オックーボードから網方向への張力をL2とすると．

L＝LISi堵＋L28in告であう，

また、L＝icI」Ⅰ）V2S

∴Cl＝品であるから，これから腺踊係数Cもを求める0

今．一例として，5月28日12時2占分の測定からCl」を求める。∬3＝75肌，gl＝5・8〃∫′であ
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表1　測　　　定　　　値

月　 日 時　　　 間 速 度　 rl上／ s e c β 1 ／ 2 〟 2 ／ 2 L

5 ． 8

5．9

1 2　 2 占 1．5 4 7 0 0 9 0 2 0 ／

】

0 1 1 0 1．5 5 7 0 0 9 0 2 0 ／

0 1　 4 1 1．4 8 8 0 5 0 ／ 8 0 4 0 ／

0 1　 5 4 1．0 0 7 くつ 5 0 ノ 1 1 0 1 0 ／

0 2　 5 5 1．0 D 8 0 0 ［）／ 1 1 0 5 0 ′

0 5　 1 7 0 ．9 4 8 0 5 0 ／ 1 4 0 1 0 ／

衣2　CI」の計算値
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占8，2占4

占え485
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図5　歪　形　の　記　録

図る　曳　網　想　定　図

るので，

ォヅグーボード
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従って，

CI」三

2×120．2

105×1．542×1．57

×0．1219

以下同様に求めると表2CLの計算値のようになる□ここで・5月9日のClが1・72－2・15，2・47

となったのは，曳網速度が1・00〝〆SeC，1・口〔〝レ食叫0・94叫／無姫と遅い値が出ているからである0

これは曳網速度を流木法で測定したので，当日は向い風でもかり，また潮流の影響を受けたため．に，

実際の曳網速度より遅く測定されたものと思われるロ「ときわ」で同じ鯛をピッチ8・回転数1・000

で何回か曳網したが，曳網速度は1・5〝イSeC，すなわち15ノットぐらいであるC今・5月9日の

Clを曳絹速匿1・5m／細で計算すると，□・78，8・95，1・04となる0従ってClの平均値を出すと

ロ・7dとなり，始めに想定した値8・8にほほ近い値となるe安定性を目的としたためにブラッケタトを

縦の中央工少125叩／机上方にもっていつたが，展開力の減少は充かったように思える0

要　　約

1．小型スターントローラーのオヅクーボードの設計を展開力をし，網の曳網抵抗をR・展開力係数

をCl，海水の密度をP，曳網速度をⅤ・オックーボードの面積をSとすると・

しこiR

L＝与cLPV2S

の式で計算出来る。「また，展開力係数は0・8，ブラツケットの角鑑は75度でよい0

2．「ときわ」では，その後もこのオブクーボードを使っているが転倒がなレ0これはブラッケット

をオックーボードの中央より125仇／旬ム上方にもっていったことと，下部にコンクリートを入れて

重心を低くしたことによるものと思われる。このことは展開力の減少をきたしていない○
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